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第１２号 

利用者 一同 

明けましておめでとうございます。 

法人各事業所も、つつがなく新年を迎えることができました。 

皆様の温かいご支援、ご厚情の賜物と、心よりお礼申し上げます。 

さて、「障害者自立支援法」が廃止となり、「障がい者総合福祉法」の制定へと流れが変わります。政府は、当事

者の声を反映し制度設計を行うと明言しています。全ての人が社会参加し、暮らしやすい社会を構築するため「ユ

ニバーサル社会」を目指し、国民から信頼される福祉国家になってほしいと願います。 

現場では、特別支援学校卒業後の進路先が少なく、まして医療的ケアが必要だと更に深刻な状況です。 

さくら草では、今春、新たな通所施設を開設し、社会参加の場づくりを進めます。「どんな重い障がいを持ってい

ても地域で暮らす」を理念に、本年も利用者、保護者、職員一同ともに活動していきます。 

皆々様のご健勝とご多幸を心からお祈り申しあげ、念頭の挨拶といたします。 

 

平成２２年元旦 

社会福祉法人さくら草 

 理事長 柴田洋彌  本部長 山本宏 

職員一同 

http://www.sakuraso.net/
mailto:sakuraso@www2.kiy.jp


(2)2010 年 1 月 5 日(毎月 18 回 1・3・5・6・7・9 の日)  通刊 5806 号       1983 年 7 月 19 日 第 3 種郵便物許可 頒価 50 円  

  

 

 

 

 

 

 

～ありがとうの、１０周年～ 
 

サポートさくら草は、めでたく今年で１０周年を迎えました。 

利用してくださる皆さんや、ご支援をしてくださる皆さんのお陰です。 

本当にありがとうございます。 

 

１０周年という節目。 

初心にかえるべく、山本所長に開設当初のお話を聞きました。 

 

       ～いつも穏やか 山本宏所長～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ、どうして生活サポートさくら草を立ちあげようと思ったのですか？ 

 

Ａ、もともとさくら草は、白幡にあったデイセンターさくら草が基盤になっていたんだよ。 

   デイセンター通所者の日中生活は、とりあえずそれで確保されていたんだよ。 

 

 しかし、社会参加の機会や、保護者の冠婚葬祭などでの 

 一時預かりの必要性を痛感してね。 

 それで、生活サポート事業を取り入れたんだよ。 

 

   当初は職員や、デイセンターさくら草に来てくれている、ボランティアさんを中心に、 

活動していたんだよ。 
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Ｑ、デイセンターさくら草通所者以外も、受け入れていこうと思ったのはなぜ？ 

 

Ａ、デイセンターの内部では、充実していたけど、それを浦和市（現・さいたま市）の 

   障がいを抱える人たちにも広げていこうと思ったんだよ。 

 

養護学校（現・特別支援学校）や親の会の集まりで、 

何度も何度も説明会をさせてもらったなぁ・・・。 

 

当初はサポートを使っても使わなくても、登録するだけで 

２万円の登録料というのがかかってね。 

それで、事業所の家賃を捻出したり 

活動の費用にしていたんだよ。 

 

苦しかったけど・・・でも障がい者の地域生活を 

本格的に作り上げたいと、必死だったなぁ。 

 

Ｑ、これからのサポートさくら草は、どうなっていって欲しいと思いますか？ 

 

Ａ、今後は職場としてのシステムをきちんと構築する。 

   そしてみんなの気持ちをひとつにして、 

磐石な体制を作れたらいいな、と思うね。 

  

その中で、介護者の資質の向上や、 

みんなの意識や思いを言葉にして共有したいね。 

それが地域生活を支える基盤になると思うしね。 

  

サポートさくら草はもともとが、ボランティアさんの集まりだったからね。 

 

心をこめた良い介護をすることと、利用者一人一人を愛して 

心から支援していること。 

それをとっても誇りに思っているよ。 

  

社会福祉法人の事業として、全国にいろんな取り組みがあるよね。 

その中で比較しても、さくら草の活動内容は遜色ないと思ってるよ。 

 

    

「もう１０年なんだ・・・早いね」と、とても感慨深そうでした。 

 

今までの１０年以上に、これからの１０年も頑張ります。 

２０年も３０年も頑張ります。 

どうぞ今後とも、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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ゆずヘルパー紹介パートⅡ 

前回と同様にゆずのヘルパーの皆さんを紹介させていただきます。 

Ｒeady Ｇo！！ 

 

     
1. 大渕脇 弥生 

2. O 型 

3. 親孝行！？ 

4. ママチャリ 

5. 細く長く頑張り

ます。 

6. 48 時間起きて

いたことがあり

ます。 

 

1. 青木 範子 

2. O 

3. 旅行、ガーデニン

グ 

4. 雑穀米 

5. ゆずで子供たちの

笑顔を見ていると

嬉しく思います。

6. 一年中、絶える事

なくいろんな花が

庭 に 咲 い て い ま

す。 

1. 甲斐 もと 

2. O 型 

3. トールペイント、書道、踊り等い

ろいろやっているけど今は時間

が取れないので少しだけ。 

4. いろいろな所でいろいろな人と

会っていろいろ話が聞けていろ

いろな人がいるんだね！ 

5. 子育てしていないけどゆずの子

供達と一緒に楽しんでいます。 

6. 今のところすごく健康。 

1. 名前 

2. 血液型 

3. 趣味 

4. マイブーム 

5. ひとこと 

6. 自慢話 

1. 伊藤 かおみ 

2. Ｂ型 

3. フルート 

4. フェイスマッサ

ージ 

5. 子供達の成長が

見えた時うれし

い。 

6. ２０年ぶりに旦

那が好きになれ

た事（笑） 

1. 古川 多恵子 

2. B 

3. 本屋の立ち読み。 

4. かぎ針編み。 

5. ゆずの皆さんの笑顔

にいやされます。 

6. M.ジャクソンの映

画で、感動した自分

にビックリ。 

1. 近藤 禎 

2. O 型 

3. 読書 

4. PSP 

5. ゆずの子供たち

が大好き。 

6. すぐ子供たちと

仲良くなれるこ

と。 

1. 竹居 和子 

2. AB 

3. 絵画、剣道 

4. 美術館、博物館巡り 

5. ゆずでの仕事で、日々

勉強させていただいて

ます。 

6. この夏プールに通った

お陰でダイエットにな

りました。 

1. 石塚 幸子 

2. A 

3. インターネット 

4. お買い得品を見つける

こと 

5. 利用者さんといろいろ

なところへ行けて楽し

いです。 

6. 主人がやっと御飯を炊

いてくれるようになっ

たこと。 

 


